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6 月以降の施設の 予約はどうすればいいの ? 
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    - 施設名 
6 月分施設利用 7 月分施設利用 

  申請受付期 間 

                                        固     - 

8 月分施設利用申請受付期間 

( 推薦団体申し 込み ) 
06 月引日 - ㏄ 日 まての 約 ㈹日間 

公民館施設 

体育施設 

囲垣ワンリーアⅡ 

施設   
いこいの 里 施設 

6 月分は、 5 月 22 日ガ 

一ら利用 日 まで随時予約   
申し込みができます。 

Ⅹ抽選申し込みは、 8 月 

利用分から行なじます。 

7 月分は、 G 月 21 日ガ 

5 利用 日 まで随時予約   
申し込みができます。 

( 抽選申し込み ) 
07 月 l 日 -l5 日までの l5 日間 

( 抽選処理か 
① 1 月 l5 日の夜、 コンピュータによ 
る自動抽選を 行います。 
( 当選者申し込み 処理 ) 
0 フ同朋 日 - 礼 日 までの 5 日間 

( 空き施設予約申し 込み期間 ) 
07 月℡日から利用 日 まで 

6 月分以降については、 利用申し込み 開始日から利用 日 まで随時申し 込みができます。 
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こんなこきはどうしたらいいの ? 

          どうした 5 いいの "?"   このようにな ゴ ています         
  初めて施設を は、 どうしたらいいの 利用するとき ?  初めて施設 t 利用 嫉 るときは、 もよりの公共施設窓口で 利用者登録の 申請をしてください。 

2 利用者登録ほどこで したらいいの ? 手続き利用者登録は、 下記の窓口で 随時受け付けます。 ①中央公民館 0 東部公民館 ①役場社会教育課 0 岡垣 ワンリーアイ ①いこいの 里   
各公共施設の 利用申請は、 岡垣 ワンリーアイ 施設の利用申請は、 岡垣 ワンリーアイの 窓口のみで受け 付けます。 
ど ごの窓口に行け ぼ いいの ?  いこいの 里 施設の利用申請は 、 いこいの里の 窓口のみで受け 付けます。 

3 公民館施設と 体育施設の利用申請は．下記の 窓口のどこからでもできます。 
①中央公民館 U 東部公民館 ①西部公民館 0 役場社会教育課 
0 岡垣 サンリーアイ 0 いこいの 里 0 武道館       利用申請 は 、 何時まで受け "         窓 ""    口             窓口受付 日   」・， 一 受付 時 敬 -   

付けているの ? 公民館 
月 ～日曜日 

8  : 30-99         

( 中央・東部・ 西部 ) Ⅱ 2 : 00@  l3 : 00 までを除く ) 

武道館 久 - 日曜日 9  : 00-22  : 00 

4   
役場社会教育課 月 - 金曜日 

8  : 30 ～ 1 7  : 00 
          00@  l 3 : 00 までを除く   

岡垣 ワンリーアイ 木 ～火曜日 9  : 00-22 : 00 

失 - 日曜日   
いこいの 里 

( 毎月第 l 日曜日を除く ) 
8  : 30-l 7  : 00 

  

5 抽選制度は、 対象なの ? -"  どこの施設が 抽選制度は、 公民館施設と 体育施設が対象となります。 - 岡垣 ワンリーアイ 施設といこいの 里 施設は、 随時受付けを 行います。 6 抽選対象施設の うしたらいいの 予約は ? ど 抽選申込み期間中に 、 もよりの窓口で 申し込んでください。 

7 施設の使用料は たらいいの ? 、 どこで払っ使用料の 納付は、 下記の方法で 納付してください。   ①口座振替 ①予約申込み 時に窓口で納付 0 金融機関で納付 

口座振替の手続きは、 どこ口座振替の 申込みは、 6 月 l 日から下記の 金融機関で随時受け 付けます。 
8  でしたらいいの ? ①福岡銀行 ①西日本銀行 ① 遠賀 信用金庫 ①福岡県中央信用組合 

OJA 遠賀 ①郵便局 (@l 頃 不同 ) 

施設を利用するときに 必要施設を利用するときは、 利用申請をしたときに 受け取る『施設利用許可 妻 Ⅰと、 使用料の「納付 
なものは ? 済 領収書」を持参し、 施設利用時に 提示してください。 

9 
なお、 口座振替で使用料を 納付される方は、 利用申請をしたときに 受け取る - 施設利用許可 毒 : 

  
のみ持参してください。 

施設利用の間 ぃ 合わせは ? 

施 投 名 -   - 問い合わせ   電話番号   282 一 01 62 
公民館施設 

282 一 0035 
  

体育施設   社会教育課 ( 役場 )  l 282-l2l@  l 

                                                                                      囲 垣ワンリーアイ 

282 一 1 51 5 

いこいの 里 283 一 2940 
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0 介護保険の被保険者 計 

65 歳以上 (n 人 ( 1 号 被保険者 ) 
づき認定を受けた 人 (2 号 被保 ぼ 

ています。 
届いていない 場合は、 福岡県 

場 福祉課高齢対策 係 までご連絡 
の人の被保険者証は 福岡県介護 

ていまず。 
また、 被保険者 証 に介護 度 、 

業者などが記載されている 場合 

04 月 ガ らの申請 ガ 6% 

[ は届きました ガ ? 

と 40 歳から 64 歳で特定疾病に 基 

従者 ) には、 被保険者証を 発送し 

介護保険広域連合通貨支部か 役 

ください。 ただし、 現在申請中 
保険広域連合 遠賀 支部で預かっ 

認定有効期間や 居宅介護支援事 

は、 内容を確認、 し でください。 

ト一ビス開始までだ 口 
今年の 3 月末までの認定申請手続きは、 申請書を提出するだ 

けでしたが、 4 月からの申請には 必ず被保険者証を 添えてくだ 
さい。 ただし、 今までどおり 申請の代行は、 居宅介護支援事業 
者や介 設 保険施設、 家族、 民生委員などに 依頼できます。 

① 必ず被保険者証を 添えて申請書を 提出。 
② 被保険者証の 代わりとなる 資格者証を発行します。 
③ 訪問調査と主治医意見書に 基づき、 認定審査会で 認定結果 

がでた人には、 認定結果通知書と 新しい被保険者証を 郵送し 
ます。 

④ 新しい被保険者 証 が届いたら、 資格者証は福祉課高齢対策 
係 に返却するか 破棄してください。 

⑤ 在宅サービスを 受けている人は 居宅介護 支拐 事業者に、 施 
設入所している 人は入所施設の 担当者に、 被保険者 証と 認定 

結果通知書を 見せてください。 
⑥ 新しい介護 度 と認定有効期間のもとでサービス 開始 ! 

0 あ なたの更新申請はいっ ガ らです ガ ? 

皆さんの介護支の 認定有効期間は、 3 か 月から 12 か 月のいず 

れかになっています。 
介護保険では、 認定を受けた 人の介護の必要度を、 定期的に 

見直すことになっています。 これを「更新申請」と                                         

間終了 日 060 日前から申請できます。 
また、 申請から認定結果を 受けるまでに 約 30 日程度かかりま 

す。 安定したサービスが 受けられる よう に、 更新申請は早めに 
行ってください。 

5 月は有効期間が 3 か月 ( 有効期間終了が 6 月 30 日 ) となって 
いる人の更新申請用です。 

身体や痴呆の 状態が変化し、 介護サービスの 変更が必要となっ 

一 

民館容 282-7476  ●社会福祉協議会 呑 283-2940 
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気軽に福岡県 介謹 保険広域連合 遠賀 支部か役場福祉課高齢 対 
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（
北
九
州
）
九
州
歯
科
 

大
学
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
真
鶴
 
一
 

（
福
岡
）
第
一
経
済
大
学
一
太
宰
府
 

市
五
条
 一
 

受
験
料
六
千
百
円
 

受
付
期
間
 
6
 同
 5
 口
（
月
）
か
ら
 
9
 

回
 （
金
）
ま
で
 

い
っ
し
ょ
に
散
歩
を
し
ま
せ
 

乳
垂
 川
の
源
流
を
た
 ず
 

歴
史
文
化
研
 

5
 月
例
会
で
、
 W
 内
 散
歩
 ん

ガ
 

ね
て
 

兜
金
 

「
孔
聖
 

O
4
 
へ
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料 
  

を ア 

5 
月 

II     

三
木
）
か
ら
岡
垣
町
役
場
・
中
央
公
 

民
館
 ・
東
部
公
民
館
・
 
岡
垣
 サ
ン
リ
ー
 

  

ブ
 ア
リ
ー
ナ
の
見
学
に
 !
%
 

誘
い
合
 

ア
イ
・
い
こ
い
の
里
で
配
付
し
ま
す
。
 

地
元
出
演
者
の
応
援
に
 !
 ウ
ェ
ー
 

わ
せ
の
 う
え
 、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
 

 
 
 
 

問
い
合
わ
せ
町
長
公
室
企
画
調
 M
.
 

止
 

係
へ
 

投
 立
て
て
く
だ
さ
い
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

新
電
電
北
九
州
情
報
 サ
一
 ビ
ス
 

 
 

講
習
期
間
 
5
 月
利
口
一
水
）
か
ら
 
7
 

月
 3
 回
（
月
）
の
午
後
 
4
 時
㏄
分
か
ら
 

6
 時
㏄
 か
 ま
で
 全
 6
 コ
ー
ス
 

と
こ
ろ
新
電
電
北
九
州
情
報
 サ
｜
 

ビ
ス
 内
 サ
ク
セ
ス
パ
ソ
コ
ン
教
室
 

（
水
巻
町
頃
来
 南
 ）
 

対
象
者
未
経
験
者
・
初
心
者
で
就
 

職
に
 パ
ソ
コ
ン
の
知
識
を
役
立
て
た
 

ぃ
中
 同
年
齢
者
お
よ
び
 碁
 婦
な
ど
の
 

 
 受

講
料
無
料
 

定
員
各
 穏
人
 

申
込
期
間
 
5
 月
Ⅳ
 日
 （
水
）
か
ら
は
 

耳
金
一
ま
で
 

申
し
込
み
 ，
 問
い
合
わ
せ
新
電
電
 

 
 

コ
ン
 教
力
至
 

ソ
 Ⅰ
 
，
 Ⅹ
 

呑
 2
0
 ｜
 

7
@
@
8
 

へ
 

 
 

レ
 

甘
 

「
ル
ー
ル
を
大
切
に
守
る
心
を
 

育
て
る
教
育
」
 

人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
 

ぃ
 6
 基
本
的
な
自
由
子
等
の
権
利
 て
 

あ
る
「
人
権
」
、
そ
の
 
椛
 利
の
対
に
 

あ
る
の
が
Ⅰ
八
 %
 」
 て
す
 。
も
 う
す
 

ぐ
令
 せ
紀
も
終
わ
り
ま
す
が
、
 
飢
 せ
 

 
 

紀
 に
な
っ
千
も
、
人
間
の
本
質
的
な
 

も
の
は
、
変
わ
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
 

入
朝
 が
 己
だ
け
の
 椰
合
て
地
昧
の
 

も
然
 環
境
や
動
植
物
の
持
っ
権
利
さ
 

え
も
無
視
す
る
 0
 ：
こ
れ
も
 
人
 何
の
お
 

ご
 り
で
し
ょ
う
。
 使
唾
 戦
争
・
 宙
杖
 

%
 争
 ・
政
治
 
囲
争
 ・
経
済
川
手
・
 
や
ド
 

ご
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
や
人
々
 

の
 心
さ
え
も
不
幸
に
巻
き
込
み
せ
 
サ
 。
 

身
近
な
こ
と
で
も
、
ほ
か
の
人
の
 

権
利
は
無
視
し
て
自
分
の
権
利
は
介
 

荻
に
 主
張
す
る
風
潮
 は
 、
ま
す
ま
す
 

激
し
く
人
間
と
し
て
必
ず
 果
た
サ
ベ
 

き
つ
 氏
務
 」
は
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

笏
せ
 紀
に
向
け
て
、
私
た
ち
に
 
課
 

せ
ら
れ
た
成
す
 へ
き
 で
と
は
「
権
利
、
 

@
 

人
権
の
啓
発
を
声
を
大
に
し
て
行
う
 

タ 体   広報あ かがき平成 l2 年 5 月 l0 日号 
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参 ； D してみません ガ ! 

媒概像尻 首功 君斎窩 / ヤ ク フ 

①海の キゃシ フ   

期 間 7  月 25 口             
一 28 口 ( 金 ) クフ 3 泊 4  「 l 

ところ 県立少年自然の 家 
「玄海の家」 ( 宗像郡玄海町 神湊 ) 

対 象 小学 3 年生一中学 3 年生の 

在宅肢体不自由児 

定 員 50 人 

②進行性筋萎縮症 児の キャン プ 
期 間 8 月 5 Ⅱ 土 ) 

-6 日く日 ) クフ Ⅰ ヤ 白 2 日 

ところ 国民宿舎めかり 山荘 

( 北九州 可丁 門司区門司 ) 
対 象 進行性筋萎縮症 児と 

その保護者 

定 員 30 人 

・③ m の キゃノブ 
I 期間 8 月 25 日 ( 金 ) 

一 27 日 ( 日 ) の 2 泊 3 日 

ところ やすらぎ 荘 

[ 朝倉郡枝頂 W ニ ケ 山 ) 
対 象 小学 3 年生一中学 3 年生 (n 

在宅肢体不自由児 
定 員 30 人 

①②③ともに 
申込期限 5 月 31 日 ( 水 ) まで 

問 いさ わせ 

福祉課高齢対策 係 または 
県 肢体不自由児協会 
容 092-643-3263 へ 

受講してみませんか 7 

み まきシルバ一大学受講生募集 期 間 6  同 9  日 ( 金 ) 一平成 1 。 @ 年 2 

同 16 日 ( 金 ) までの原則として 金曜日 
ところ 水巻町中央公民館 ( 水巻町 
頃 来 ;@ 
対象者 0 社会参加活動を 積極的に 
希望する人 0 遠賀郡・中間市の 高齢 
音大学の修了生で、 遠賀郡・中間 市 
に 在住の人または 勤務している 人 
科 目 0 書道 科 0 陶芸 科 0 力く 影画 

科 0 パッチワーク 科 0 クッキンバ 科 

0 ふるさと歴史科 0 染色科 

料 金 2,000 同 ( 教材雙は自己負担 - 
です， ) 
申込締切 5 月 22 口 ( 月 ) まで 
申し込み 東部・中央公民館または 
社会教育課社会教育係へ 

問い合わせ 

水巻町中央公民館 
8  2 0 1 一 0 4 0 1 へ 

と
き
 
5
 月
れ
 日
 （
日
）
午
前
 9
 

時
 %
 分
か
ら
午
後
 0
 時
㏄
 分
 ま
で
 

釆
 両
天
の
場
合
は
、
 5
 月
お
口
（
太
 
-
 

は
 行
い
ま
す
。
 

と
 -
 
」
 5
 
 県
立
北
筑
前
秦
 謹
 学
校
 

（
古
賀
市
千
鳥
）
 

内
容
 
0
 徒
 激
走
 0
 マ
ス
ゲ
ー
ム
 

0
 フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
県
立
北
筑
前
表
 誹
学
 

杖
む
 

0
9
2
 

１
 9
4
3
 １
 8
6
7
4
 

へ
 

 
 

い
ち
ご
 塾
 文
化
講
演
会
 

星
目
鼻
幸
男
 三
 

前
 東
京
都
知
事
で
、
現
在
は
 
、
放
 

送
 作
家
・
作
詩
家
・
タ
レ
ン
ト
・
 
作
 

家
 と
幅
広
く
活
躍
中
 
｜
 

と
き
 
5
 月
㌘
 日
 （
土
）
開
場
Ⅱ
 午
 

後
 6
 時
 H
 分
 
開
演
 H
6
 時
 %
 分
 

と
こ
ろ
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
 

（
 ブ
 ラ
 サ
風
と
波
 ）
 

タ
イ
ト
ル
 
5
 月
の
風
に
の
せ
て
 

（
文
化
講
演
会
）
 

講
師
青
島
幸
男
工
Ⅲ
東
京
都
 

知
事
）
 

テ
ー
マ
近
頃
思
う
こ
と
、
憂
う
こ
と
 

料
金
会
員
 券
要
 

サ
ソ
リ
 /
Z
 
了
お
 す
す
め
講
座
 

■
や
さ
し
い
篆
刻
 

書
や
 画
 
・
は
が
き
絵
な
ど
に
は
、
 

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
 印
 。
趣
味
 

と
 実
用
に
最
適
で
す
。
 

初
心
者
を
対
象
に
、
基
礎
か
ら
 丁
 

寧
 に
指
導
し
ま
す
。
 

と
き
毎
月
第
 2
.
4
 月
曜
日
の
 

午
前
川
時
か
ら
正
午
ま
で
 

と
こ
ろ
 
二
 0
 
 一
ム
ム
 
%
 楼
去
ェ
 

講
師
日
雇
会
友
 
師
 村
立
 脚
 

入
会
金
三
千
円
 

%
 平
成
比
年
 3
 月
末
ま
で
、
有
効
で
 

す
 。
 

受
講
料
 
九
 

維
持
費
大
 

浜
教
材
 此
 は
 

す
。
ま
た
、
 

気
軽
に
 お
趣
 

い
ち
ご
畑
 

地
域
音
楽
 

場
を
提
供
し
 

を
企
画
し
て
 

と
 

き
 

5
 

時
㏄
分
か
ら
 

と
こ
ろ
小
 

出
演
者
坂
 

川
上
き
ょ
千
 

曲
目
 
L
 

0
v
e
 
 
は
 

入
場
料
無
 

Ⅹ
た
だ
今
、
 

に
問
 い
 合
わ
   千

円
（
 3
 
か
 月
 ）
 

百
円
一
 3
 
か
円
）
 

自
己
負
担
と
な
り
ま
 

見
学
も
で
き
ま
す
の
で
 

し
く
だ
さ
い
。
 

の
 コ
ン
 廿
｜
ト
 

家
の
皆
さ
ん
に
発
表
の
 

、
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
 

い
ま
す
。
 

月
 ㎎
 日
 一
会
）
午
後
 6
 

7
 
時
ま
で
 

ホ
ー
ル
 

井
 友
美
・
松
本
り
え
 

一
 ポ
ッ
プ
ス
）
 

o
v
e
L
0
v
e
L
 

ふ
ん
 

 
 曲

 
r
 

出
演
者
 募
穏
 中
り
気
軽
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

ク
 

，
 
Ⅰ
 
Ⅰ
 
Ⅰ
 
接
 

 
   

Ⅰ レ ，，ハ 
）。 

自動車 祝 は、 毎年 4 月 l 日 現在、 自動車を所有している 人に課税されます。 

住所変更などで 納税通知書が 届かなかった 人は、 若松県税事務所にお 尋ねくだ 

さい。 また、 車を買い替えたときに 下取りに出した 車の、 納税通知書が 送られて 

きた場合は、 抹消登録 か 名義変更登録が 3 月 3l 日までに済んでいない 場合があ り 

ます。 
手続きを依頼した 販売会社などに 確認してください。 

問い合わせ 若松県税事務所 む 7 6 1 一 4 0 2 3 へ 

                                                月 l0 日号 る 
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卵嚢書聖 瞥招容 282-1211 
●囲垣在宅介護支援センター 容 282-5167 ●シルバ一人材センター 容 282-4688 
● 岡垣 東部在宅介護支援センター 容 282-5103 

か
ら
、
決
め
ら
れ
へ
ん
か
っ
た
。
日
 

本
語
を
習
 う
 こ
と
に
し
た
切
っ
掛
け
 

は
、
じ
つ
は
カ
ナ
ダ
の
一
ド
ル
玉
で
 

の
コ
イ
ン
ト
ス
で
決
め
た
ん
や
。
 

最
初
は
、
か
な
り
き
つ
い
こ
と
や
っ
 

た
 ，
経
済
学
の
放
学
・
統
計
 り
 、
 

理
な
ど
に
 旧
 れ
た
僕
に
と
っ
て
は
、
 

日
本
人
と
日
系
人
と
ふ
 

ね
め
 
う
こ
と
 

は
 多
か
っ
た
け
ど
、
最
初
は
そ
ん
な
 

に
 日
本
語
に
は
興
味
が
拙
か
っ
た
 

ん
 

や
 。
 

1
 
年
生
の
と
き
は
、
経
済
学
と
 

適
 

商
学
を
専
攻
し
て
い
た
。
経
済
理
論
、
 

会
 刮
や
経
理
な
ど
 

は
 

 
 

～
 

 
 

ガ
 

 
 

 
  
 

が
ど
の
 

よ
う
 
-
-
 

 
  

 
 
 

国
語
を
習
お
う
か
と
 

～
 

迷
っ
て
し
ま
っ
た
 

、
 

な
ぜ
な
ら
選
択
性
が
か
な
り
あ
っ
た
 

僕
が
日
本
語
の
勉
強
す
る
 よ
う
 に
 

な
っ
た
の
は
、
大
学
 2
 年
生
の
頃
で
、
 

で
も
、
ど
ん
な
に
勉
強
し
で
も
、
 

習
う
べ
き
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
 

る
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
 

知
ら
な
い
漢
字
・
表
現
・
 
軌
語
 や
こ
 

と
ん
ざ
な
ど
、
常
に
勉
強
や
。
自
分
 

の
生
涯
学
習
に
な
る
こ
と
に
 朋
 違
い
 

な
い
と
 恩
 っ
と
る
」
 

日
本
語
の
特
徴
や
勉
強
な
ど
に
つ
 

い
て
、
外
国
の
友
人
た
ち
と
話
す
こ
 

と
が
多
く
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
占
に
関
 

し
て
再
見
が
合
わ
な
い
け
ど
、
同
意
 

し
と
る
の
は
、
日
本
語
が
深
い
と
い
 

ぅ
 こ
と
や
，
 

一
つ
の
漢
字
で
も
、
読
み
方
と
意
 

 
 

日
本
語
が
あ
ま
り
に
も
難
し
く
て
、
 

麻
帆
 

軸
 か
 
し
 
ょ
、
乙
ノ
な
二
 

=
 
ロ
 
五
 
%
 
だ
っ
た
か
ら
り
 
"
 

何
回
か
あ
き
ら
め
よ
う
と
 

害
 っ
た
 

こ
と
も
あ
っ
た
。
で
も
、
あ
き
ら
め
 

る
こ
と
が
嫌
い
で
負
け
ず
嫌
い
な
 

僕
 

は
 、
し
ば
ら
く
睡
眠
を
と
ら
ず
に
 

本
 

を
読
み
ま
く
っ
た
。
 

読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
話
せ
ば
話
す
 

ほ
ど
、
新
し
い
言
葉
な
ど
を
習
え
ば
 

習
う
ほ
ど
、
い
つ
の
間
に
か
、
日
本
 

経
済
学
と
日
本
語
を
専
攻
す
る
こ
と
 

が
 楽
し
く
な
っ
て
き
た
ん
や
。
 

に
 決
め
た
。
楽
し
く
て
変
わ
っ
と
る
 

3
 年
生
の
頃
、
通
商
学
を
や
め
て
、
 

経
験
ば
か
り
を
受
け
た
ん
や
 

"
 

  

味
 が
多
く
て
、
簡
単
な
表
現
と
言
葉
 

で
も
使
 い
方
 、
受
取
り
方
が
複
雑
 や
 

と
 思
う
ね
ん
。
 

個
人
的
な
音
 圧
 や
け
ど
、
数
学
 

統
計
・
有
価
証
券
の
動
き
な
ど
を
 説
 

明
 す
る
の
は
英
語
の
万
が
良
い
と
 思
 

 
 

い
 る
思
い
な
ど
の
、
英
語
で
は
表
現
 

し
に
く
い
と
こ
ろ
を
説
明
し
で
く
れ
 

る
 。
そ
う
い
う
占
で
は
相
当
 緩
 れ
と
 

る
と
 m
 寧
っ
 ね
ん
。
 

え
て
う
い
う
、
 
か
 う
に
 

m
g
 

つ
 よ
う
に
 ム
 
は
っ
 

た
の
は
、
英
語
で
考
え
て
英
語
で
話
 

し
た
ら
、
自
分
の
言
う
こ
と
と
自
分
 

の
中
で
感
じ
る
こ
と
が
、
違
う
と
き
 

 
 

し
か
し
、
日
本
語
で
考
え
て
同
本
 

語
 で
話
ず
と
、
自
分
の
言
 う
 こ
と
と
 

自
分
の
感
じ
る
こ
と
が
い
っ
し
ょ
で
、
 

H
 本
語
で
話
し
て
い
た
ら
、
自
分
が
 

も
っ
と
人
間
ら
し
い
感
情
が
で
で
い
 

る
 感
じ
が
す
る
。
 

日
本
語
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
 、
 

自
分
の
際
れ
た
考
え
方
と
い
う
壁
を
 

乗
り
越
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
 考
 

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
と
る
 

 
 

 
 国

詰
の
方
が
世
界
の
ど
こ
に
行
っ
で
 

も
 自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
が
分
か
っ
 

て
も
ら
え
る
舌
口
 よ
卍
叫
や
 

。
 

し
か
し
、
ミ
ロ
語
を
用
い
て
自
分
の
 

気
持
ち
を
伝
え
る
の
も
大
切
や
け
ど
、
 

そ
れ
よ
り
も
い
ろ
い
ろ
な
考
え
万
を
 

た
つ
 L
9
,
 
力
 も
っ
と
大
切
や
な
い
か
 

七
オ
・
 
ヰ
よ
 ・
 
て
 

 
 

  

  

 
 

 
 

 
 へ

 

な
く
で
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
 

ヮ
 

 
 

 
 

 
 
 
 

A
 
 学
生
で
も
国
民
年
金
に
四
歳
以
上
で
あ
れ
ば
 

加
入
し
て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
 

O
 一
 

一
 
・
納
め
る
こ
と
に
な
 

ニ
 し
い
ま
す
。
 

一
や
病
気
に
よ
る
障
害
な
ど
も
、
国
民
年
金
に
加
入
す
 

る
こ
と
で
、
障
害
 

タ
 

学
生
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●中央公民館 呑 282-0162  ●東部公民館 Ⅱ 呑 282-0035  ● 西 。 「     
，へ 大賀郡合併任意協議会のこれまでの   し ' 

1 玉取り組み 
た 
～ つ Ⅱ 

， ス ( 
遠賀郡 4 町合併任意協議会の 設立 で 7 

" Ⅰ 

●設立総会 ( 平成Ⅱ年 8 月 6 日 ) 構 ( 

想 つ吾 。 q4 
韮奇 く そ 

  り 

  

） 

） 

遠賀郡 4 町合併任意協議会の 具体的進め方を 検討 
( 平成Ⅱ年 8 月 -12 月 ) 

●規約・遥宮方法・ 協議事項の検討 
●コンサルタントの 選定 

●市町村合併の 一般的論議 

●遠賀郡 4 町行政現況調査 表 に基づく調査研究 

  
  / 

構想づくりの 課題   方向性の検討 

( 平成 12 年 l 月一 4 月 ) 
●主要検討テーマの 設定 
●遠賀郡 4 町の課題の検討 
●基本的な方向性 ( 展開の可能性 ) の検討 

  
##"" , 

  遠賀郡将来構想 ( 骨子案 ) の検討 

 
  

 

月
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-
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2
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成
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 3
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住
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 ガ
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、
 
さ
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こ
れ
ま
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の
、
遠
賀
郡
の
歴
史
的
・
文
化
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 背
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ズ
 …
。
題
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模
索
し
な
が
ら
、
基
本
的
な
方
向
 
性
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認
 

ま
す
。
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ア
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デ
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主
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提
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す
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種
団
体
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ど
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い
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マ
③
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サ
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ビ
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目
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ー
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②
地
域
を
活
性
化
 

す
る
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造
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よ
い
 

都
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の
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●
 4
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討
テ
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マ
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な
ど
で
、
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広
域
的
な
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組
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 4
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併
任
意
協
議
会
で
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、
遠
賀
郡
 ガ
一
 

ラ
。
 

た
だ
今
作
成
中
 !
 

 
 

構
 木目   

" Ⅱ も   

4 つの柱をもとに 検討を 

進めています 

コ
ー
ス
 
-
 ち
 

将来構想を検討していくうえでの、 基本 
的な柱として「住民福祉」「都市計画」「産業」 
「 行 財政」の 4 つの柱を設定しています。 

また、 構想づくりにおける 主要検討テー 
マとして、 4 つのテーマを 設定し、 4 つの柱 
にそれぞれ関連する 項目について、 具体的 
な課題を抽出し、 構想づくりの 基本的な方 
向性を協議しています。 

●
構
想
検
討
の
 

4
 
つ
の
 

栓
 

Ⅰ
・
Ⅰ
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福岡県 

連 賀 都 

水巻町 

通宵 町 

岡垣町 

芦屋町 

  

0%@4 歳 

邦 ． 5 

T6.6 

%L4 

ト・ 3 

l5.l 

l7.0-   

  

●囲垣在宅介護支援センター 容 282-5167 ●シルハ一人材センタ 一行 282-4688 臆 異書 塞警茎容 282-1211  ● 岡垣 東部在宅介護支援センター 8282-5103 

●遠賀郡 4 町の土地利 m の構成 
( 平成Ⅱ年税務概要 調甘 ) 

MIZUMAKI 

） 

●遠賀郡 4 町の年齢別人口構成禅位㈲ 
@ 成 7 年国勢調査 ) 数字で見る遠賀郡の 特性「 

遠 賀郡 4 町行政現況調査表から 4 町の現況テータを 上ヒ較し 
、 各町の特徴とともに、 遠賀郡一体でのまちづくし 

き姿を見ることかできます。 
人口構成を見ると、 岡垣町は少子高齢化が 進んでい 

分かります。 遠賀郡全体てみても、 福岡県全体の 平 
て 中高齢者の割合 か 高く、 青年層の割合がやや 低い 

します。 
用の状況を見ると、 農地の多 い 遠賀町、 山林の多い 
宅地の多 い 水巻町、 航空自衛隊基地かあ るためその 
い芦屋町なと、 各町の特色が 表れています。 
遠賀郡全体てみると、 上ヒ較的 バランスのとれた 土地 

成 になっていることも 注目すべき点であ ると思われ 

  " ア ; - し ' 

  活 
  発   

・ 斉囲ぬ S6-64 歳 

晋 " ㎡ ;  l88 一ね． 5 Ⅰ ll9 

  l39  162 一 "; " ". Ⅰ 
135 174   れ せ     128   
  l ん 6 152 2B.3   128         
130 145   238 142       
155@ 180 22.5  一 け 3 Ⅰ 
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踏
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。
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3
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（
敬
称
略
）
「
 
一 長野県真田 W の子供たちを 受け入れる年となりました 一 

「国内短期留学研修」はジュニアリーダー 養成を目的に、 平成 3 年から始まりました。 
長野県真田町と 岡垣町の市 一 ムステイによる 相互交流事業です。 

環境・生活習慣の 異なる子供たちが 生活をともにし、 さまざまな体験を 通して、 社会的 
視野を広めてもら ぅ とともに、 将来、 この経験を活かして 町の良き指導者として 活躍する 
ことを願って、 毎年実施しているものです。 
昨年は町内の 小・中学生とスタッフ 計 30 人が真田町を 訪問 ( ふれあ い in 真田 ) し 、 ホー 

ムステイなどによる 研修を行いました。 今年は、 岡垣町が受け 入れの年になっています。   
真田町国内留学「ふれあ い in 岡垣 」の受け入れは、 ホスト 

ファミリーを 始め、 ボランティアの 皆さんの支えによって 

交流が続けられています。 

今友は 、 長野県真田町の 子供たち / フ，ぺ ，ってくる年でず「 

岡垣町の夏の 海にあ こがれて元気いっぱいの 笑顔でやっ 

てくる子供たちの、 ホストファミリ 一になってください「 

気候、 習惧など異なる 子供たちと思い 出の一ぺージ な 作っ 

てみませんか。 

と き 7 月 29 日 ( 上 ) から 8 月 3 日 ( 木 ) までの 1 週間 

釆う ちホームステイ 4 日程度 

対 象 小学 A 年 生以上中学生までの 子供が いる 家庭 

米スダッフ ( 成人 )60 ホストファミリーも 同時に募架します " 

募集定員 子供 215 人 ( 小学 5 年上から中学 2 年生 ) . ス 、 タッ 

フ ( 成人 @ 5 人 

申し込み 詳しい説明 苦と 中込用紙は、 社会教育課・ 東部 

公民館・中央公民館にあ ります。 

締切目 6 円 2 Ⅲ 金 ) まで・ 
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